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〈Sommario〉
  La presenza straordinaria di Anne George Marion Vivanti, scrittrice cosmopolita e 
poliglotta d’origine ebraica è soltanto paragonabile a quella di Edith Wharton （1862-1937）, 
romanziera contemporanea di cittadinanza newyorkese nella storia della cultura internazionale 
dell’epoca moderna. La Cleopatra moderna pur avendo un successo formidabile nel pubblico 
dei lettori, non sarebbe dovuta nascere nel suo periodo. Infatti, non veniva compreso e valutato 
in un modo giusto il suo mondo romanzesco piuttosto scandaloso di carattere autobiograﬁco.
  Nel racconto vivantiano, tradotto in giapponese per la prima volta nel presente saggio di 
traduzione, si tratta di un episodio un po’ aneddotico del rapporto amoroso della nostra musa 
giovanissima con il poeta doctus italiano di fama internazionale del tempo.
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サ ロ ニ エ ー ル
交界女性とその小説世界
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　The boy stood on the burning deck
　彼以外の全員が立ち去ったその場所に…
　Whence all but he had ﬂed. . . . 》
　水夫たちが救







































































































































































































































































　…その日の午後のミーラヴァッレ Miravalle の 宴
ターブル・ドート
席 では（私は，カルドゥッチとピエー













































































































































































































のチョッカがピアナッツォ Pianazzo 4） からやっ



























































































































































































































































































































































































































































































































































































　枕元に，母と私の共通の優しい女友だちのエミーリア・ルッツァット Emilia Luzzatto 8） が控
ひか
え






































































































































































































































































































































































































ギ ャ ロ ッ プ
速疾走する馬もあれば，左回
りで全






























































































































































































































　「おそらくバビエカ Babieca でしょう」― 博

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　本稿で使用したテキストは，Annie Vivanti （1866-1942）, Gioia! （Firenze, R. Bemporad e ﬁglio 
1921）で，本短編集所収の『太
ア ポ ロ ン
陽神の見
フ ェ ア ー
本市 ― カルドゥッチの想い出』と題する第 8 章（151 頁
から 185 頁まで）を本邦初訳として試みに邦訳・紹介してみた。




紹介したが，彼女の別の短編集 Perdonate Eglantina（1926, Mondadori）が昭和 17 年 5 月 15 日に
柏熊達生（かしはくまたつを）によって翻訳され，『女人心情記』（附現代伊太利短編選集）の標題
で解題を兼ねた譯者の言葉を冒頭に付して（株）日本出版社から《イタリヤ文學選書》の 1 冊とし









界市民であることに言及されている。『女人心情記』は 2001 年正月 10 日に
















1 ）  walser 方言では，Greschóney, creschnau と称し，ドイツ語では Greschnoneytitsch あるいは
略して Titsch とか Kressenau と称された Valle d’Aosta 州の村
2 ） カリフォルニア州のエル・ドラード県の町
3 ）  高等女学院をミラノに開設して，校長として 26 年間教鞭をとった反ヴェリズモ詩人（Treviso, 
22 ottobre 1828 - Milano, 9 settembre 1889）
4 ） ロンバルディア州ソンドリオ県の一地区
5 ） サヴォイア家のマルゲリータ王妃とベック・ペコーズ男爵との秘められた愛の巣
6 ） ロンバルディア州ソンドリオ県マデジモ地区（海抜 1908 メートル）
7 ） ヴァッレ・ダオスタ自治州
8 ） ウィーン生まれで，リッカルド・ルッツァットと結婚してミラノに暮らした社
サ ロ ニ エ ー ル
交界女性
9 ）  リケッチア Rickettsia prowazeki を保菌する鼠，蚤，蝨等に媒介される急性伝染病で皮膚発疹
と暗紫色の血液を特徴とする。
10）  ロンドン郊外のキュー Kew といえば，名実ともに世界随一の王立植物園 Royal Botanic 
Gardens, Kew でよく知られている。1980 年代後半，英国セミナー期間中に筆者は〈ルネサン
スにおける大プリニウス〉という研究テーマに取り組んでいた関係で，『博物誌 Naturalis 
Historia』に記載されている植物の同定問題を解決するためにこの通称 Kew Gardens を訪れ，
1759 年にジョージ 3 世の母オーガスタ妃によって開設され，120 万平方メートルの敷地に栽培
されている約 2 万 5 千の植物と，5 百万点の標本を所蔵する標本館等をつぶさに調査する機会
を得た。
11） 形態学的に粥状硬化症 atherosclerosis，中膜硬化症 medial sclerosis，細動脈硬化症 arteriolo-
sclerosis に 3 分類され，老化現象，遺伝的素因，高血圧，内分泌および脂質代謝異常，感染
や中毒など諸因子が考えられる個人差や臓器差の大きな病気





16） スイス・アルプス山中の深さ 300 メートルの地峡
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